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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期
第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 6,323,361 7,401,309 30,050,861

経常利益 (千円) 550,042 564,632 2,600,731

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 420,113 439,510 1,964,568

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 181,760 213,245 2,461,995

純資産額 (千円) 20,114,667 22,027,902 22,394,682

総資産額 (千円) 32,179,520 35,425,107 36,996,394

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 50.70 53.04 237.09

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 62.5 62.2 60.5
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第１四半期連結累計期間における経済情勢は、国内では堅調な企業収益や設備投資などを背景に景気の緩やか

な回復基調が続き、中国やアジア新興国においても内需の拡大を支えに総じて景気の回復傾向が続きましたが、米

中貿易摩擦の激化や地政学リスクの高まりによる景気への影響、原油価格の更なる上昇が懸念されるなど、先行き

不透明な状況にありました。

このような状況のもと、当社グループは、中国市場における液晶ディスプレイ関連分野を軸とした既存事業の

シェア拡大と東南アジア・南アジア地域での新規市場開拓による事業規模の拡大、グループ生産供給体制の最適化

と高付加価値製品の開発・展開による収益性の向上、ナノインプリント事業と加工製品事業の統合による新規事業

の成長モデルの探索・構築、技術革新が進む自動車・ヘルスケア分野等での新製品・サービス創出のための研究開

発体制の強化に取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、中国市場を中心に粘着剤関連製品をはじめとするケミカルズ

の販売が増加したことなどにより、売上高は74億1百万円（前年同期比17.0％増）となりましたが、原材料価格上昇

の影響を大きく受けて、経常利益は5億64百万円（前年同期比2.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は4億

39百万円（前年同期比4.6％増）にとどまりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

＜ケミカルズ＞

ケミカルズについては、売上高は66億64百万円（前年同期比15.0％増）となりました。製品別の状況は、以下の

とおりです。

粘着剤関連製品は、中国市場を中心に液晶ディスプレイ関連用途向けの販売数量が増加したことなどにより、売

上高は39億43百万円（前年同期比20.9％増）となりました。

微粉体製品は、中国市場における光拡散フィルム用途向けの販売数量が増加し、売上高は7億10百万円（前年同期

比13.7％増）となりました。

特殊機能材製品は、中国市場における電子材料用途向けの販売数量が増加し、売上高は8億62百万円（前年同期比

8.2％増）となりました。

加工製品は、中国市場における電子情報機器用途向けの機能性粘着テープの販売数量が減少したことにより、売

上高は11億47百万円（前年同期比3.4％増）にとどまりました。

＜装置システム＞

装置システムについては、設備関連の工事完成高が増加し、売上高は7億36百万円（前年同期比39.2％増）となり

ました。
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② 財政状態

当第１四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて15億71百万円減少し、354億25百万円となりました。

流動資産は、受取手形及び売掛金、有価証券が減少したことなどにより、前期末に比べ11億66百万円減少し、202

億26百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が減少したことなどにより、前期末に比べ4億5百万円減少し、151億98百万円となりま

した。

一方、負債については支払手形及び買掛金、未払法人税等、賞与引当金が減少したことなどにより、前期末に比

べ12億4百万円減少し、133億97百万円となりました。

当期末における純資産は、利益剰余金、為替換算調整勘定の減少などにより、前期末に比べ3億66百万円減少し、

220億27百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末60.5％から1.7ポイント増加し62.2％となりました。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は3億54百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,200,000

計 33,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
また、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
 平成30年６月30日

－ 8,300,000 － 3,361,563 － 3,402,809

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ―
 

― ―
 

議決権制限株式(自己株式等) ―
 

― ―
 

議決権制限株式(その他) ―
 

―
 

―
 

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
普通株式 13,900
 

― ―
 

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,283,200
 

82,832 ―
 

単元未満株式 普通株式 2,900
 

― １単元（100株）未満の株式
 

発行済株式総数 8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,832 ―

 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式23株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 東京都豊島区
高田三丁目29番５号

13,900 ―
 

13,900 0.17
綜研化学株式会社

計 ― 13,900 ―
 

13,900 0.17

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第70期連結会計年度　有限責任あずさ監査法人

　第71期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　ＰｗＣあらた有限責任監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,093,394 3,209,576

  受取手形及び売掛金 ※4  9,784,018 ※4  8,966,072

  電子記録債権 536,559 545,545

  有価証券 3,500,000 3,000,000

  商品及び製品 3,169,616 3,239,068

  仕掛品 44,225 55,648

  原材料及び貯蔵品 998,373 1,057,254

  その他 296,249 181,956

  貸倒引当金 △29,694 △28,518

  流動資産合計 21,392,742 20,226,603

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  14,320,512 ※2  14,226,949

    減価償却累計額 △7,519,884 △7,585,472

    建物及び構築物（純額） 6,800,628 6,641,476

   機械装置及び運搬具 ※2  17,956,407 ※2  17,824,462

    減価償却累計額 △13,759,201 △13,815,345

    機械装置及び運搬具（純額） 4,197,206 4,009,116

   土地 ※2  1,236,033 ※2  1,232,440

   建設仮勘定 65,886 68,456

   その他 ※2  2,269,691 ※2  2,258,035

    減価償却累計額 △1,850,372 △1,849,728

    その他（純額） 419,319 408,306

   有形固定資産合計 12,719,074 12,359,796

  無形固定資産   

   その他 83,196 71,106

   無形固定資産合計 83,196 71,106

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,237,832 1,203,748

   関係会社出資金 155,612 153,120

   繰延税金資産 805,481 799,329

   その他 622,442 631,391

   貸倒引当金 △19,988 △19,988

   投資その他の資産合計 2,801,380 2,767,601

  固定資産合計 15,603,651 15,198,504

 資産合計 36,996,394 35,425,107
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,573,736 6,287,660

  短期借入金 1,430,814 1,417,856

  1年内返済予定の長期借入金 240,000 240,000

  未払法人税等 339,330 98,112

  賞与引当金 665,820 184,111

  完成工事補償引当金 2,400 5,600

  工事損失引当金 428 488

  役員賞与引当金 60,000 11,250

  その他 1,757,904 1,753,636

  流動負債合計 11,070,435 9,998,717

 固定負債   

  長期借入金 1,600,000 1,480,000

  退職給付に係る負債 1,866,637 1,854,027

  その他 64,638 64,460

  固定負債合計 3,531,275 3,398,488

 負債合計 14,601,711 13,397,205

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,361,563 3,361,563

  資本剰余金 3,383,088 3,383,088

  利益剰余金 13,936,716 13,796,202

  自己株式 △11,338 △11,338

  株主資本合計 20,670,030 20,529,515

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 510,510 482,397

  為替換算調整勘定 1,417,211 1,211,018

  退職給付に係る調整累計額 △203,069 △195,029

  その他の包括利益累計額合計 1,724,651 1,498,386

 純資産合計 22,394,682 22,027,902

負債純資産合計 36,996,394 35,425,107
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 6,323,361 7,401,309

売上原価 4,115,199 5,175,664

売上総利益 2,208,161 2,225,644

販売費及び一般管理費 1,627,563 1,647,842

営業利益 580,598 577,801

営業外収益   

 受取利息及び配当金 8,170 12,467

 補助金収入 24,152 40,430

 雑収入 13,835 11,862

 営業外収益合計 46,158 64,760

営業外費用   

 支払利息 19,358 18,787

 持分法による投資損失 3,774 4,185

 為替差損 43,067 50,257

 雑損失 10,512 4,700

 営業外費用合計 76,713 77,929

経常利益 550,042 564,632

特別利益   

 固定資産売却益 － 30

 特別利益合計 － 30

特別損失   

 固定資産除売却損 226 4,402

 特別損失合計 226 4,402

税金等調整前四半期純利益 549,815 560,260

法人税等 129,701 120,749

四半期純利益 420,113 439,510

親会社株主に帰属する四半期純利益 420,113 439,510
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 420,113 439,510

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 60,020 △28,112

 為替換算調整勘定 △300,715 △203,040

 退職給付に係る調整額 9,754 8,040

 持分法適用会社に対する持分相当額 △7,412 △3,151

 その他の包括利益合計 △238,353 △226,265

四半期包括利益 181,760 213,245

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 181,760 213,245
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 当座貸越契約及び貸出コミットメントについて

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これら契約に基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

2,300,000千円 2,300,000千円

借入実行残高 －千円 －千円

   差引 2,300,000千円 2,300,000千円
 

 

※２ 固定資産圧縮記帳

国庫補助金等受入により取得価額から直接減額した価額の内訳

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

建物 65,489千円 65,489千円

機械装置 284,089千円 284,089千円

土地 33,170千円 33,170千円

その他 8,915千円 8,915千円
 

 

３ 受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

 528,830千円 442,715千円
 

 

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

受取手形 168,537千円 147,365千円
 

 

EDINET提出書類

綜研化学株式会社(E01055)

四半期報告書

12/17



 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 330,608千円 332,573千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 372,878 45 平成29年３月31日 平成29年６月26日
 

　(注) １株当たり配当額には特別配当５円が含まれております。

 

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成30年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 580,025 70 平成30年３月31日 平成30年６月27日
 

　(注) １株当たり配当額には特別配当10円、記念配当10円が含まれております。

 

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

綜研化学株式会社(E01055)

四半期報告書

13/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,794,506 528,854 6,323,361 － 6,323,361

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

66 24,973 25,040 △25,040 －

計 5,794,573 553,827 6,348,401 △25,040 6,323,361

セグメント利益又は損失(△) 574,074 △11,955 562,119 18,478 580,598
 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額18,478千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,664,904 736,404 7,401,309 － 7,401,309

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

61 － 61 △61 －

計 6,664,966 736,404 7,401,371 △61 7,401,309

セグメント利益 529,116 31,118 560,235 17,566 577,801
 

（注）１．セグメント利益の調整額17,566千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 50円70銭 53円04銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 420,113 439,510

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

420,113 439,510

 普通株式の期中平均株式数(千株) 8,286 8,286
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月７日

綜研化学株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小 林  昭 夫 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五 代  英 紀 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜研化学株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜研化学株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
　
その他の事項

会社の平成30年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成29年８月８日付けで無限定の結論を表明

しており、また、当該連結財務諸表に対して平成30年６月27日付けで無限定適正意見を表明している。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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